
　こんにちは！ACTニュース編集部です。外に出ると春の匂いがしてきて、卒業や
進級を祝う季節になったんだなーと感じます。このACT NEWSは、湯河原町の小
学校・中学校で実施されているACT（アート・コミュニケーション・トレーニン
グ）という活動を保護者と町の方々にも知ってもらうための新聞です。それでは中
学校での昨年10月から2月までのACTを振り返っていきましょう！
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　ACTでは「聞くこと・聴くこと」に関する2つのアクティビティを小中学校で実施
しています。まずは小学校で「耳をすますとわかること」。ここでの「聞く」は受動
的なものです。自分を取り囲む世界の音に耳を傾けることで、普段は気づかないこと
を感じると同時に、同じ風景の中にいても、自分と友だちでは感じ方が違うというこ
とを知ります。 

　中学校では「対話ってなんだろう」というアクティビティを。ここでの「聴く」は
能動的なものです。内容はこの後のレポートに書きましたが、この時間では「よく聴
くってなんだろう？」ということについてみんなで考えます。 

人生で孤独を感じることは、必ずしも心に傷が残るような出来事とは限りません。
人は話を聞いてもらえないと、孤独になります。また、人が孤独を感じるのは「よい
ことが起こったのに誰にも気にしてもらえないとき」とも言われます。 
 
　ある研究では「人間関係の破綻でもっとも多い原因はネグレクトであり、中でも
もっとも多いものは、相手の話をきちんと聞かないこと」なんて、読んでてドキッと
するような指摘をしています。 
  
対話による気持ちの深みを得るには「聴き手である私」が重要です。話し手の声が
自分の身体と心の中で「共鳴」する必要があるからです。 

「よく聴く」とは、話し手の頭と心の中で何が起きているのかを分かろうとするこ
と。そして「私はあなたを気にかけているよ」と、態度や行動で表に現すこと、つま
り、ACT（アクト）＝表現することです。聴き手にそうしてもらえると「感情や考え
を持ったひとりの人として自分を理解してもらえて、価値あるものとして大切にされ
ている」と感じるのだと思います。 

ACTってなーに？



　ある生徒は「自分はこういう風にしたい」
というイメージに近いものがつくれるように
なったと嬉しそうでした。 

　普段の美術の授業では「今よりももっと良
くしたい」と粘ったり、手直したりすること
は少ないそうですが、今回は段階的な小さな
ゴールを重ねていくことで、全員が最後まで
しっかりと取り組めていました。どの作品も
ぶどうの香りや瑞々しさが表現されていまし
た。 

　幸福学という学問では、心理学的・統計学
的なアプローチから「やってみよう＝自己実
現と成長」「ありがとう＝つながりと感謝」
「なんとかなる＝前向きと楽観」「あなたら
しく＝独立とマイペース」の4つが幸せを構成
する要素であると定義したそうです。なんだ
か納得できる話だなーと思います。 

　2年生2回目は身体（からだ）をめぐるアク
ティビティ。「ふれる」をテーマに今年もダ
ンサーの上村なおかさんと行いました。ここ
では全身を使って接触する感覚を確かめるよ
うに進んでいきます。 
 
　私たちは普段、自分の意思で身体を動かし
ていることや、全身で感覚しながら過ごして
いることを忘れて生活しています。だけど、
ここではそれを思い出したり、意識して触れ
てみたりします。この時間を通じて「わた
し」や「あなた」という存在、そして「わた
しとあなた」という関係性が再発見され、
「わたしたち」の身体が離れる時に、不思議
な切なさと共に「何か」を感じてもらえたら
嬉しいです。 

　生徒の感想です。「初めてこんなに自分の
身体を触ったし、初めて自分の身体について
知れた。触る所が違うと感触も違った」 

　8組の2回目は大粒の立派なぶどう一房を描
きました。色や匂いを観察してから、それら
を感じる色を３色選び、水彩絵具で描いてい
きます。次に絵具が乾かないうちに割りばし
ペンで粒や枝の形をスクラッチ。最後にオイ
ルパステルで粒や枝を加え、鉛筆も使って仕
上げていきました。

「友だちと一緒にいると安心すると思った」
「身体全体を使うのが楽しかった」「最初は
よく分からなかったけど、やることが分かっ
てからはすごく楽しかった」「誰かとくっつ
いている時と離れた時の心境や気分の違いな
ど、身体にはいろんな感触があると知った」
などなど。 

「ぶどうを描く」

2022年9月9日(金)に8組のみなさんと。 

「身体からかんじる」

2022年10月25日(金)に2年生のみなさんと。 



たせるには？などを相談。その後、合図でス
タート。制限時間は20分です。楽しみながら
トライ・アンド・エラーの必要性を学びまし
た。共同作業から工夫と達成感、時に残念な
気持ちをたくさんの笑い声と一緒に共有しま
した。 

　生徒の感想です。「グループ活動でこんなに
熱中したのは初めてだと思うので、とても楽
しかった。最後は倒れてしまったけど全力で
やったのでいい気分で終われた！」「みんな
で笑いあいながらつくることができて仲が深
まった気がする」「開始直前に内野さんが
『コツは早く失敗すること』と言っていた意
味が少しわかった気がする。すごく難しかっ
たけど協力ができてよかった」「考えること
も大事だけど、それを実際にやることが大事
なんだと思った。失敗することがダメだと
思ってたけど、時には失敗することも大切だ
ということに気がついた」などなど。 

　1年生の2回目は6年生の時に実施できな
かったマシュマロ・チャレンジを実施しまし
た。4人1組でパスタを材料に構造物をつく
り、マシュマロをできるだけ高い位置に設
置。その高さを競います。まずはグループで
10分間の作戦会議。どういう構造だと建ちや
すい？どうしたら強度は保てる？安定感を持

「マシュマロ・チャレンジ」

2022年12月2日(金)に1年生のみなさんと。 

　2年生最後のアクティビティは、毎年恒例
の「ペーパータワー」です。グループごとに
決められた枚数のA4コピー用紙だけを使っ
て構造物を作って、その高さを競います。
折ったり切ったりするのはもちろんOKです
が、あくまで紙のみで建設します。目標は
190cm！...この数字に特に根拠はないので
すが。こうすればたつんじゃないか？と仮
説をたてて、仮設してみて、崩れたらまた
仮説して仮設…をひたすら繰り返すトラ
イ・アンド・エラーの時間です。 
　 
生徒の感想には「結果は失敗だったけど、
班の全員が意見を出し合って、どんどん高
くなっていくのが楽しかった」「崩れても
またやり直す根性って大切だと思った」
「仲間と仮説をたてて、失敗しての繰り返
しだったけど、惜しいところまでいけた」
「班の人たちと手分けしてできたので、前 

よりもみんなと仲良くなれたと思う」「みん
なで意見を出し合って、何回も改善しながら
高く積むことができた」「この経験でコミュ
ニケーション能力が高まった気がする」など
など、楽しく、充実した時間を過ごせたよう
でした。 

「仮説と仮設～ペーパータワーをたてよう！」

2023年1月27日(金)に2年生のみなさんと。 



　8組の3回目は「ダンボールハウス mini」
を3年ぶりに実施しました。先生方もACTメ
ンバーも感無量です。 

　事前の話し合いも、設計図も、役割分担も
ない、共同作業。一人ひとりが自分のアイデ
アや思いを形にしていきながら、それらが小
さく集まって、少しだけ大きくなっていきま
す。またそれが集まってを繰り返し、やがて
は大きな「小屋」に！ 

　「わたし」は「あなた」や「みんな」と相
互作用しながら生きています。これは「状
況」の中で生きるとも言えます。そして「状
況」が変わるにつれて「わたし」の経験世界
も変わっていきます。「わたし」はそのよう
な「状況」の中で、常に再構成されていくの

です。これを成長と呼びたいと思います。 
生徒が「状況」の変化に対応し、それによっ
て成長できるような時間をつくること。それ
もACTの目標なのです。 

「ダンボールハウス mini」

それではまた次号でお会いしましょう！ 

　1つめのワークでは、「相手の話を奪う／自
分の話を奪われる」という場面を意図的につ
くります。 

　2つめのワークでは、話し手は「話を聴いて
欲しいだけ」かも知れないのに、聴き手がア
ドバイスをしてしまう場面を意図的につくり
ます。 

　最後に対話では話す側以上に、聴く側の態
度によって、その場の価値や意味が決まると
いう話をしました。 

　生徒の感想文には「ロールプレイは難し
かったけど、普段しているかもしれないの
で、過去を振り返ってみようと思う」「今回
は失敗例をやったので、これからはそれを活
かして相手の話を聴けるようになりたい」と
いうことが書かれていました。

　1年生3回目は、2人1組になってロールプ
レイで対話をします。はい、そうです。2年
生が6月に経験したのと同じアクティビティ
です。まず、AさんとBさん、それぞれの役割
を伝えますが、お互いに相手の役割は知らさ
れずに対話が始まります。 

「対話ってなんだろう」

2023年2月3日(金)に1年生のみなさんと。 

2023年2月17日(金)に8組のみなさんと。 


